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第 1 部 法人の概要 

 

１. 法人の設立 

(法人の名称)  学校法人 淀之水学院 

(法人の住所)  〒554-0011 大阪市此花区朝日 1 丁目 1 番 9 号 

(法人の設立)  大正 13 年 3 月 27 日 

(電話 番号)  06-6461-0091 

(建学の精神 「奉仕のこころ」) 

１.「For Others～奉仕のこころ～、志高く」(建学の精神の再確認) 

２.「10 年後の私たちのために」将来の予測不能な社会を生き抜くことのできる人材づくり 

(教育目標、めざす生徒像) 

１.思いやりや感謝の気持ちや「奉仕のこころ」などを素直に表すことのできる高い人間性の育成 

２.基礎学力を十分に積み上げた上で、自分の頭で課題や問題に向き合うことのできる思考力・判断力の育成 

３.部活動や学校行事などに努力し共に励まし喜びを分かちあえる豊かな心と健やかな体の育成 

４.個々の生徒の個性や能力や特性に合わせ、生徒の力を最大限に伸ばし、生徒・保護者に「行きたい・通わせたい」と思わせ

る学校づくりを目指す。 

(校 訓) 清純、質実 

(中期的目標) 

１.基礎学力の充実からみずから考える力へ 「授業第一主義」 

２.個々の生徒に輝く居場所を作り、活力のある充実した学校生活を過ごさせる。 

３.知・徳・体のバランスの取れた教育と豊かな人間性の醸成 「生徒指導なくして学習指導なし」 

４.学び、連携できる教員集団 

 

２. 学校法人・学校の沿革 

1924 年 大正 13 年 3 月 27 日 大阪府西成郡豊崎町北⾧柄(現大阪市北区)に「淀之水女学校」設立 創立者 吉川竹三郎 

1944 年 昭和 19 年 5 月 2 日 財団法人 淀之水高等女学校を設立登記し、木村幸次郎が理事⾧に就任する。 

1947 年 昭和 22 年 4 月 1 日 学制改革により、淀之水中学校を併設する。 

1948 年 昭和 23 年 4 月 1 日 大阪府知事より、淀之水高等学校設立を認可される。 

1949 年 昭和 24 年 4 月 1 日 大阪市此花区嬉ヶ先町一番地に新校舎が完成移転を完了する。(第 1 期工事) 

1950 年 昭和 25 年 4 月 15 日 夜間部の開設授業を開始する。 

1951 年 昭和 26 年 3 月 8 日 
財団法人淀之水高等学校を学校法人淀之水学院に組織変更し、認可される。 

木村幸次郎理事⾧が就任する。 

1952 年 昭和 27 年 10 月 24 日 第 2 期校舎増築工事竣工(講堂・特別校教室・図書室) 

1954 年 

昭和 29 年 7 月 25 日 第 3 期校舎増築工事竣工 

昭和 29 年 12 月 1 日 
私学法施行五周年記念式典が、大阪府庁で挙行され、理事⾧ 木村幸次郎氏が私学振興功労

者として大阪府知事より表彰される。 

1957 年 昭和 32 年 7 月 26 日 木村晃 学校法人 淀之水学院理事⾧に就任する。 

1959 年 昭和 34 年 2 月 18 日 旧南館 第 4 期工事鉄筋コンクリ―ト三階建(1,22１㎡)竣工する。 
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1963 年 昭和 38 年 11 月 30 日 南西館 第 5 期工事鉄筋コンクリート三階建(2,904 ㎡)竣工する。 

1964 年 昭和 39 年 7 月 14 日 高架下館 付属校鉄骨二階建(983 ㎡)竣工する。 

1965 年 昭和 40 年 3 月 30 日 北館及び体育館 第 6 期工事鉄筋コンクリート四階建(3,406 ㎡)を竣工する 

1968 年 昭和 43 年 4 月 1 日 商業科を設置する。 

1974 年 昭和 49 年 10 月 23 日 創立 50 周年記念式典を挙行する。 

1978 年 昭和 53 年 3 月 1 日 新北館鉄筋コンクリート四階建(1,635 ㎡)を竣工する。(商業教室、図書館等)  

1984 年 昭和 59 年 2 月 17 日 新体育館兼講堂並びに食堂(2,323 ㎡)を竣工する。 

1993 年 平成 5 年 2 月 10 日 木村敏 学校法人 淀之水学院 理事⾧に就任する。 

1994 年 平成 6 年 4 月 1 日 普通科に普通コ―ス・英語コース、商業科に商業コース・情報コースを設置する。 

1999 年 
平成 11 年 3 月 16 日 新南館(4,343 ㎡)を竣工する。 

平成 11 年 4 月 1 日 福祉科を設置する。 

2004 年 平成 16 年 4 月 1 日 
普通科に総合(進学・一般)コース・ビジネスコース、福祉科に福祉コース・看護福祉コースを

設置する。 

2005 年 
平成 17 年 4 月 1 日 

普通科に特進・国際コース・標準コース・ビジネスコース、福祉科に福祉コース・看護福祉

コース・保育福祉コースを設置する。 

平成 17 年 5 月 24 日 鶴巻榮二 学校法人 淀之水学院 理事⾧に就任する。 

2007 年 平成 19 年 4 月 1 日 普通科に特進コース・標準コース・パティシエコースを設置する。 

2009 年 平成 21 年 3 月 30 日 大阪府知事より、淀之水学院昇陽中学校併設を認可される。 

2010 年 
平成 22 年 4 月１日 学校名を昇陽中学校、昇陽高等学校に変更する。 

平成 22 年 4 月 1 日 普通科の特進・標準(進学)コースのみ、男女共学とする。 

2011 年 平成 23 年 4 月 1 日 
普通科に特進コース・進学コース・パティシエコース・ビジネスコース、福祉科に福祉コー

ス・看護福祉コース・保育福祉コースを設置する。 

2012 年 平成 24 年 4 月 1 日 高校全コースを男女共学とする。 

2015 年 

平成 27 年 3 月 30 日 東館(3,587 ㎡)を竣工する。 

平成 27 年 4 月 1 日 
普通科に特進コース・進学コース・看護・医療系進学コース・ビジネスコース・パティシエ

コース、福祉科に福祉コース・保育福祉コースを設置する。 

平成 27 年 8 月 25 日 新北館鉄筋コンクリート四階建(1,635 ㎡)の耐震改修工事を完了する。(商業教室、図書館等) 

2016 年 平成 28 年 4 月 1 日 
普通科に特進コース・進学コース・看護・医療系進学コース・公務員チャレンジコース・ビ

ジネスコース・パティシエコース、福祉科に福祉コース・保育福祉コースを設置する。 

2019 年 平成 31 年 1 月 24 日 木村嘉子 学校法人淀之水学院 理事⾧に就任する。 

2020 年 

令和 2 年 1 月 30 日 城山キャンパスグラウンド人工芝設置工事完了 6,656 ㎡ 

令和 2 年 4 月 1 日 本校新練習コート人工芝設置工事完了 200 ㎡ 

令和 2 年 4 月 1 日 普通科に IT フロンティアコース、進学Ⅱ・Ⅲを設置する。 

令和 2 年 11 月 18 日 竹下健治 学校法人淀之水学院 理事⾧に就任する。 

令和 2 年 12 月 16 日 南西館耐震改修工事完了する。 

2021 年 令和 3 年 1 月 22 日 城山体育館耐震改修工事完了する。 

2024 年 令和 6 年 10 月 24 日 創立 100 周年記念式典を挙行予定。 
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４. 役員名簿(令和 6 年(2024 年)3 月 31 日現在) 

①理事定員:5 人以上 8 人以内、監事定員：2 名であり、現員は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②評議員定員：11 人以上 17 人以内であり、現員は、15 名である。 

 

２．生徒の在籍状況 

(昇陽中学校) 

令和 5 年(2023 年)5 月 1 日現在  昇陽中学校 在籍率(学校基本調査) 

1 年 2 年 3 年 合計 

24 名 16 名 29 名 69 名 

(昇陽高等学校) 

令和 5 年(2023 年)5 月 1 日現在現在 昇陽高等学校 在籍率(学校基本調査) 

 1 年 2 年 3 年 合計 

計 291 名 293 名 272 名 856 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 役員 氏名 

１ 1 号理事・理事⾧ 竹下健治 

２ 2 号理事 鶴巻禎治 

３ 3 号理事 干貝孝三郎 

４ 3 号理事 浅野勝英 

５ 3 号理事 河村繁 

６ 3 号理事 桑原志郎 

７ 3 号理事 奥谷彰男 

８ 監事 宮田正一 

９ 監事 中條伊代子 
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第 2 部 学校教育計画、学校評価及び外部評価委員会の概要 

１. 令和 5 年度 昇陽中学校・高等学校「学校教育計画」及び「学校評価」の事業報告 

 

令和５年度 昇陽中学校・高等学校「学校教育計画」及び「学校評価」 

                                 昇陽中学校・高等学校 

                                 校 ⾧  竹下 健治                                          

Ⅰ めざす学校像 

建学の精神 

「奉仕のこころ」 

1 「For Others～奉仕のこころ～、志高く。」（建学の精神の再確認） 

2 「10 年後の私たちのために」将来の予測不能な社会を生き抜くことのできる人材づくり 

教育目標、めざす生徒像 

1 思いやりや感謝の気持ちや「奉仕のこころ」などを素直に表すことのできる高い人間性の育成 

2 基礎学力を十分に積みあげた上で、自分の頭で課題や問題に向き合うことのできる思考力・判断 

力の育成 

3 部活動や学校行事などに努力し共に励まし喜びを分かちあえる豊かな心と健やかな体の育成 

4 個々の生徒の個性や能力や特性に合わせ、生徒の力を最大限に伸ばし、生徒・保護者に「行きたい・通わせた 

い」と思われる学校づくりを目ざす。 

Ⅱ 中期的目標 

１  基礎学力の充実から自ら考える力へ 「授業第一主義」 

（１） 基礎学力の充実と「主体的・対話的で深い学びへ」 

  ア 授業学力の充実として宿題・課題とその定着確認を日々行う。また、自習室の設置や放課 

後、⾧期休業中の学習促進を図る。 

※学習指標である GTZ 指標を基に、各コースの学力定着・学力向上を図る。 

  イ 「主体的・対話的で深い学び」のために ICT 教育やアクティブラーニングを推進する。 

  ウ IT フロンティアコースは 4 分野（プログラミング、制御「ロボット・ドローン」、アニメ、ｅスポーツ）を 

柱として育成する。 

エ 各コースの目標を設定し、積極的に資格、検定を取得させる。また、進学・特進コースは模試による学力チ 

ェックや英語力の向上を図る。特に、中学校は英検の検定合格を重点とする。 

  オ 「昇陽塾」等を利用して、自学自習、補習、個別指導ができる体制を整える。 

２ 個々の生徒に輝く居場所を作り、活力ある充実した学校生活を過ごさせる。 

（１）全コースで、時代に即した活力ある人材育成を図る。そのため、基礎学力を定着させ、応用的学力を向上 

させる。また、全コースの特色をさらに磨き、探究の学びや実践型学習や外部実習などに努める。さらに

部活動や学校行事を活性化させ、生徒の可能性を最大限伸ばす。 

（２）「For Others～奉仕のこころ～、志高く」の精神を実現し、人材育成の重点を、「教養」「英語（国際）」 

「ICT」とする。「教養」では、国語力、スポーツ、芸術、倫理観などの育成を図る。 

 （３）100 周年記念事業等で、ICT 環境や食堂やトイレなどの改修を行い、学習環境の改善を図る。 

３ 知・徳・体のバランスの取れた教育と豊かな人間性の醸成「生徒指導なくして学習指導なし」 
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（１） 授業に集中できる学習環境、授業規律や生活習慣の改善 

  ア 時間の厳守、挨拶、身だしなみを整えさせる。予鈴の実施で「ベル始業」を徹底させる。 

（２）人権意識の醸成 

    ア 人権研修（生徒向け、教職員向け）の実施（差別事象、ハラスメント、SNS、いじめ等多様な人権教育の 

指導） 

４ 魅力ある学校づくりに参画する教職員集団 

（１）授業力向上の取組み 

   ア 相互授業見学や研究授業・研究討議で授業力向上に努める。また、積極的に外部研修や外部視察を行い 

、授業力向上の方法や学校運営方法などを学ぶ。 

（２）生徒が輝く魅力ある学校づくり 

  ア 生徒が輝く魅力ある 8 コースへ切磋琢磨する教員集団（探究活動、各コースの活性化のための研修や会 

議） 

イ 不登校生徒など配慮を要する生徒への組織的対応 

ウ 新しい学校づくりへ、例えば 3 学期制から 2 学期制への 2025 年度開始の準備を行う 

 (３)  その他 

   ア 「チーム昇陽」の構築…組織運営、協働の意識を持つ。機動力ある組織作りと小会議やミーティングの開 

催 

     イ 「昇陽スタンダード」や懲戒規定の改訂を通じて、コンプライアンス（法令遵守）を徹底させる 

ウ ICT 環境を整え、ホームページを充実させる。SNS 等を使用して積極的に外部発信する。（記録、更新の 

促進） 

エ 保護者対象の学校アンケートを年 2 回実施する。 

５ 本年度、策定される中⾧期ビジョン「SHOYO NEXT 10YEARS」に則り、学校改革を進める。全ての教職員 

は、学校経営の当事者意識を持ち、毎年度その評価指標を検証する。 

Ⅲ 本年度の取組み内容及び自己評価 

 

今年度の重点目標 具体的な取組み計画・内容 評価指標 自己評価 

 
１ 

基
礎
学
力
の
充
実
か
ら
自
ら
考
え
る
力
へ 

(1)基礎学力の充実 

ア 基礎学力の定着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学力指標 GTZ による学力定着 

および学力向上を図る 

・宿題・課題とその定着確 

認 

・自習室の設置 

・放課後、⾧期休業中の講習の 

充実 

 

・朝の HR に朝読と朝テスト 

 

・学校教育自己診断での 

生徒の「授業関係」肯 

定的評価 3％上げる。 

・基礎学力テスト等の分 

析・検討 

・各コースの GTZ を下 

げない。 

 

・講習の開講日数および 

参加者状況 

 

・朝テストの実施率 

 

・肯定的評価 3％ 

下がる△ 

 

 

・テストごとに 

実施〇 

・GTZ は現状維 

持。〇 

・講習、⾧期休 

業中 37 日間。  

参加者 20～30 

名〇 
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イ「主体的・対話的で

深い学び」の実践 

ウ ＩＣＴ教育の展開 

 

 

 

エ ＩＴフロンティア

コースの 4 分野の

展開 

 

(2)生徒が輝く居場所 

 

 

 

 

 

 

オ 各コースの目標設

定・取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 教育やアクティブラーニ

ングの研究授業実施 

・中学校 1 年、高等学校 1 年全

員に、1 人 1 台のクロームブッ

クを使用させ、新たな ICT 教

育の取組みを行う。 

・プログラミング、制御「ロボ

ット・ドローン」、アニメ、ｅ

スポーツの取組み 

 

・各コースの特色ある学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キャリアビジョンの形成 

 

 

 

 

 

 

・英検、GTEC の充実 

・英検、数検、漢検の受検促進 

 

 

・ 

 

特進、進学コースの進路実現 

・探究の学びなどから総合型選

抜受験 

 

・ICT 教育関係施設整備

状況 

・ICT 教育事例 

 

 

 

・放課後の各活動状況 

 

 

 

・各コースの特色ある学

び実践例 

 

 

 

 

 

・学校教育自己診断での

「進路指導」関係評価

3％上げる。 

 

・キャリアビジョン形成

取組み 

 

 

 

・キャリアパスポートの

作成 

・英語の外部検定試験合

格者数（英検、

GTEC） 

 

 

 

・難関私立大学合格者数 

 

 

 

・朝テスト週 3

回〇 

・各授業で ICT

授業の定着 

 

 

・ｅスポーツの

ため開放 

 

 

・保育は桃教大

との「保育と

SDGｓ」で 1

年間授業を受

ける◎ 

看護は暁明館

病院での実習

〇 

・進路 肯定的

評価 2％下がる

△ 

・キャリアビジ

ョン形成は大

学見学、分野

別説明会、適

性検査、学校

調べ〇 

・キャリアパス

ポートは答案

返却日に記入

〇 

・高校 2 級 6 名

（昨年度と同

じ）準 2 級 13

名（昨年 31

名）△ 

・一般入試 

産近甲龍大 32
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・進路決定率を高める 

 

・就職・公務員希望者の進路実

現 

・模試による学力評価 

・パティシエコースに製菓衛生

師資格取得へ 

・福祉コースの進路実現 

 

 

・中学校において英検・漢検・

数検を更に受験させ、実績を

上げる。 

・放課後、昇陽塾を開き、個々

の生徒の学力に応じた指導を

おこなう。 

・各コースのカリキュラム変更

準備 

 

・総合型選抜入試の受験

数 

・就職希望内定率を

100％ 

・公務員試験合格者 

 

 

・介護福祉士国家試験合

格率 85％以上 

 

・中学校英検等、昨年度

以上 

 

・昇陽塾の利用状況 

名◎ 

関関同立大 11

名◎ 

・総合型入試 

国立滋賀大学

◎ 

・学校斡旋就職

100％◎ 

・税務職員（国

家）1 名合格な

ど〇 

・介護福祉士国

家試験 80％程

度（予想）〇 

・中学校英検 3

級 6 名（昨年

度以上）◎ 

・3 年生と中心に

検定前に利用 
２
輝
く
居
場
所
を
作
る 

 

（１）新コースの立上

げと人材育成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「For Others」

などの人材育成 

 

 

 

 

 

（３）施設整備の充実 

・進学コースとビジネス・IT フ

ロンティアコースでの取組み 

 

 

・進学Ⅰコース「ミネルヴァ・

プラン」での取組み 

 

 

・全てのコースの学力育成と特

色ある取組み 

・各コースで「For Others～奉

仕のこころ」の取組みを行

う。 

 

 

 

・進学Ⅲコースの講習等

の参加 

 

 

 

 

 

 

・学校教育自己診断の学

校満足度の上昇 

・「For Others」各コース

取組み例 

 

 

 

 

・海外修学旅行や海外研

修の取組み模索 

・夏から希望制

に変更、サッ

カー部の一部

は参加 

・ミネルヴァは

大阪学でフィ

ールドワーク

多数◎ 

・学校満足度ほ

ぼ横ばい△ 

・「For…」パテ

ィシエ就労支

援のため区役

所で販売◎ 

保育は「わく

わく昇陽園」

実施◎ 

・海外修学旅行

シンガポール
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実施〇 

３ 

知
・
徳
・
体
の
教
育
と
豊
か
な
人
間
性
の
醸
成 

ア 授業に集中できる

学習環境と授業規

律 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 人権意識の醸成 

 

 

ウ 学校行事や地域ボ

ランティア、部活

動指導の活性化 

・生徒による挨拶運動の実施 

 

・正門での「正門一礼」の実施 

・予鈴や入室指導の継続 

・「5 分前集合」を徹底させる 

・「昇陽手帳」の使用（1・2・3

年生） 

 

 

 

 

 

遅刻指導の実施 

・通学指導の実施 

・生徒、教職員向け人権研修の

実施（SNS、ハラスメント等の

研修） 

・強化クラブの充実 

・週 1 回生徒会、部員に

よる挨拶運動実施 

・教員による入室指導後

ベル始業の徹底 

 

 

 

・学校教育自己診断「生

徒指導関係」肯定的評

価 3％上げる 

・「5 分前集合」「授業集

中状況」 

・遅刻件数を昨年度比

10％減少 

 

 

 

・強化クラブの全国レベ

ル大会出場 

 

 

 

・社会貢献と地域連携の

取組み 

 

 

・部活動参加率 

・サッカー部を

中心に実施◎ 

・ベル始業はで

きているが、

教室移動が遅

くなっている 

 

・「生徒指導」肯

定的評価 4％下

がる△ 

 

 

・遅刻件数は昨

年度とほぼ同

じ△ 

・人権研修実施 

・中学校ソフト

テニス部全国

連覇◎ 

男子バレーボ

ール部春高バ

レー3 位◎ 

・ボランティア

部が此花区と

連携（子ども

食堂など）◎ 

・部活動参加率

43％中学校

81％◎ 
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４ 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
参
画
す
る
教
職
員
集
団 

（１）授業力向上の取

組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）魅力ある学校づ

くり 

ア 魅力ある 8 コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

・授業公開週間の設定 

 

・授業アンケートの実施 

・各教科・科目のシラバスの充

実 

・夏季休業中の外部研修受講 

・先進校訪問 

・各種委員会（将来構想委員

会、ICT 検討委員会、入試問

題検討委員会、教育相談委員

会）による問題対応 

 

 

・進学Ⅰコースのミネルヴァプ

ランの立上げ 

各コースの探究の学び等の活

動 

 

・IT フロンティアコースの外部

講師の招へい 

 

・不登校生徒の組織的対応 

 

・生徒の欠席等の日常生活の把

握 

 

・2 期制への準備 

・懲戒規定の刷新 

 

・学校ウェブサイトの刷新 

・相互授業見学、研究協

議の実施 

・教職員「昇陽スタンダ

ード」の策定と改訂 

・観点別評価実施状況 

 

 

・教職員研修会の開催件

数 

・先進校訪問 

 

 

 

・ミネルヴァプランの実

施状況 

 

・IT フロンティアコース

の外部講師の招へい回

数 

 

 

・教育相談委員会の開催

数など 

・中退者の減少 

 

 

・懲戒規定の刷新 

 

 

・学校ホームページの更

新状況 

・授業公開週間

実施〇 

・昇陽スタンダ

ードの教職員

周知〇 

・観点別評価実

施◎ 

・夏休み人権研

修〇 

・香里ヌヴェー

ル学院「探究

の学び」で訪

問◎ 

・ミネルヴァは

大阪学 3 学期

に発表◎ 

・IT フロンティ

アは招へい回

数増加、訪問

回数は年 2 回

◎ 

・定期的開催で

情報共有◎ 

・中退者は昨年

度より半減し

た◎ 

・懲戒規定実施

できず△ 

 

・インスタグラ

ムの導入◎ 

ホームページ

の更新は減少

△ 

ホームページ

はリニューア

ル予定 



- 11 - 

 

２. 令和５年度 昇陽中学校・高等学校 外部評価委員会 事業報告 

○根拠規定：学校法人淀之水学院 外部評価委員会規程(平成 30 年 9 月 8 日制定) 

令和 5 年度 第 1 回 外部評価委員会 

日時：令和 5 年 12 月 2 日（土） 

参加者：此花区⾧、近隣中学校⾧、大学教授、教育関係者、保護者会会⾧、本校事務局（教頭、中学校主事、事務⾧、教務部

⾧、生徒指導部⾧、進路指導部⾧） 

内容：（１）令和 5 年度 学校教育計画について 

(２）現状報告 

助言等： 

・不登校生にもいろいろな育成方法があると思われる。不登校生徒の原因の類型化を行い対応する必要があるのではないか。 

・公務員コースなどあるが、区役所などと連携したらどうか。区役所訪問なども良いと思われる。 

・看護コースなどは森ノ宮医療大学と連携するのはどうか。 

・来年は大阪万博がある。地元として連携するのはどうか。エキスポからツーリズムについて学ぶのはどうか。 

・学校は環境づくりが大切と思われる。「人が環境を作り、環境が人を作る。」 

令和 5 年度 第 2 回 外部評価委員会 

日時：令和 6 年 3 月 16 日（土） 

参加者：此花区⾧、近隣中学校⾧、大学教授、保護者会会⾧、本校事務局（教頭、中学校主事、事務⾧、教務部⾧、生徒指導部

⾧、進路指導部⾧） 

内容： 

（１）令和 5 年度 学校評価総括 

・大学進学に一定の成果が上がったが、斡旋就職 100％、介護福祉士国家試験 90％以上合格など、いろいろなコースで進路実

現できている事が昇陽らしいところ。遅刻者数も横ばいであったが、欠席者数は減ったなど、生徒を学校に向かわせるよう

に努力したい。 

・一般入試での合格は素晴らしい。また、「For Others」の取組みを活かして総合型入試にチャレンジするのも良い事だ。退

学が減った事も評価できる。 

・アンケート結果を見ると、大人がいいと思ってやっている事が子どもに通じていないところもある。コロナ禍で丁寧にやっ

ていたことが、通常に戻った事で雑になっていると評価されている事もあるのではないか。進学の面で成果が上がっている

が、大学生になった昇陽生が関わってもらえれば、さらに面白くなる。 

   ・入学時、推薦で大学に行ければと思っていた娘が、友だちと刺激しあって希望がもてるようになった。 

（２）令和 5 年度 学校教育自己診断結果総括 

   (高等学校) 

   ・高校生は全体的に昨年度より全体的にわずかにポイントを下げた。（5 年間推移では上がっているが）「分かりやすく学習習慣

がしっかり身につく授業が行われていると思いますか。」約 4 ポイント下がった。 

「昇陽高校は日頃より日常生活のマナーや社会のルールを守るように取り組んでいる。」約 4 ポイント下がった。全体的に的

確な学習指導や生徒指導ができているのか考える必要がある。 

また、学校行事で生徒の結果が顕著であった。文化祭は昨年度比 10 ポイント上げ、芸術鑑賞は 7 ポイント下がった。 

学校行事の内容に生徒の素直な評価が出たと思われる。これからも学校の教育目標に沿いながらも生徒の興味関心を持たせ

ることのできる内容にできるように精査・吟味する必要がある。 

   ・保護者の方も全体的にわずかにポイントを下げた。（5 年間推移では上がっているが）その中で、「昇陽高校の教育で、お子様
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の個性や能力が発揮されている。」が 8 ポイント増えた。 

    「保護者活動が活発で、学校とよく協力が出来ている。」が約 10 ポイント増えた。 

一方、「進路指導は、生徒一人ひとりの目標達成に役立つように行われている。」が約７ポイント下げ、「人権教育は人権意識

を高めるために効果的に行われている。」が約 10 ポイント下げた。 

    教育活動の保護者への発信について、丁寧な説明が必要と思われる。 

   (中学校) 

    ・中学生は全般的に昨年度より大きく下回った。中学校は母数が少なく、学年によって差がある事などで大きく変化したと思わ

れる 

・「昇陽中学校での中学生活に満足しているか」が約 14 ポイント下がった。 

「分かりやすく学習習慣がしっかり身につく授業が行われている。」が約 10 ポイント下がった。 

・一方、「先生は質問や相談に丁寧に応じてくれていると思われる。」が約 5 ポイント上がった。 

・中学校保護者も昨年度に比べて厳しい評価が多い。 

「保護者懇談会は満足できるものであったと思われる。」が 30 ポイント下がった。担任が交代したこともあり、学校側の教育

活動に対する説明を十分にする必要があったと思われる。 

 (教職員) 

・「情報の発信に伴う責任など、情報のモラル面の教育に十分に取り組んでいる。」が約 5 ポイント下がった。 

・「人権尊重に関するさまざまな課題や指導方法を、教員が研究する体制がある。」が約 6 ポイント下がった。 

     などは学校の根幹をなすものであり、周知や研修を徹底する必要がある。 

・「在校生も、卒業生も共に学校に誇りを持っている。」が低い。大人が学校を誇りに思う事が大事である。 

・一方、「事故、事件、災害等に対処する役割分担が明確にされている。」が約 9 ポイント上がった。「地域との交流が出来てい

る。」が約 14 ポイント上がった。 

「生徒に清掃、校内美化に取り組ませている。また、施設・設備を大切にする心を育成している。」が約 7 ポイント上がった。 

「カウンセリングマインドを取り入れた支援体制がある。カウンセラーの活用ができている。」が約５ポイント上がった。 

教職員は、日々の地道な教育活動の重要性は自覚していると思われる。 
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第 3 部 財務の概況(計算書類) 

１. 令和 5 年度の計算書類(資金収支計算書、資金収支内訳表、事業活動収支計算書、事業活動内訳

表、貸借対照表等) 

 

(1)資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動における収入と支出の内容並びに支払資金の状況を明らかにしたものです。 

『資金収支計算書』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 2022(令和4年)年度 2023(令和5年)年度 増減

学生生徒等納付金収入 479,968,534 464,710,510 △ 15,258,024

手数料収入 14,282,100 12,647,700 △ 1,634,400

寄付金収入 29,116,000 6,196,000 △ 22,920,000

補助金収入 472,932,077 475,259,572 2,327,495

資産売却収入 29,833,550 0 △ 29,833,550

付随事業・収益事業収入 12,185 2,055 △ 10,130

受取利息・配当金収入 139,702 641 △ 139,061

雑収入 28,417,829 12,523,271 △ 15,894,558

借入金等収入 23,500,000 12,100,000 △ 11,400,000

前受金収入 45,500,000 42,800,000 △ 2,700,000

その他の収入 151,794,407 237,681,830 85,887,423

資金収入調整勘定 △ 80,698,702 △ 63,284,864 17,413,838

前年度繰越支払資金 230,898,151 160,883,395 △ 70,014,756

収入の部合計 1,425,695,833 1,361,520,110 △ 64,175,723

支出の部 2022(令和4年)年度 2023(令和5年)年度 増減

人件費支出 789,618,100 617,876,813 △ 171,741,287

教育研究経費支出 271,077,971 254,499,858 △ 16,578,113

管理経費支出 43,879,457 35,413,663 △ 8,465,794

借入金等利息支出 1,186,900 1,151,628 △ 35,272

借入金等返済支出 0 14,560,000 14,560,000

施設関係支出 64,020,000 11,377,660 △ 52,642,340

設備関係支出 19,391,014 2,569,940 △ 16,821,074

資産運用支出 50,917,675 81,911,646 30,993,971

その他の支出 101,057,632 137,532,904 36,475,272

資金支出調整勘定 △ 76,336,311 △ 9,544,826 66,791,485

翌年度繰越支払支出 160,883,395 214,170,824 53,287,429

支出の部合計 1,425,695,833 1,361,520,110 △ 64,175,723

資金収支計算書　(4月1日～3月31日 )

(単位：円)
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『資金収支内訳表』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 昇陽高等学校 昇陽中学校 総額

学生生徒等納付金収入 420,580,510 44,130,000 464,710,510

手数料収入 12,332,700 315,000 12,647,700

寄付金収入 5,730,280 465,720 6,196,000

補助金収入 439,092,836 36,166,736 475,259,572

資産売却収入 0 0 0

付随事業・収益事業収入 1,915 140 2,055

受取利息・配当金収入 641 0 641

雑収入 12,377,326 145,945 12,523,271

借入金等収入 12,100,000 0 12,100,000

収入合計 902,216,208 81,223,541 983,439,749

支出の部 昇陽高等学校 昇陽中学校 総額

人件費 573,467,896 44,408,917 617,876,813

教育研究経費支出 204,884,686 49,615,172 254,499,858

管理経費支出 30,517,369 4,896,294 35,413,663

借入金等利息支出 1,151,628 0 1,151,628

借入金等返済支出 14,560,000 0 14,560,000

施設関係支出 11,377,660 0 11,377,660

設備関係支出 2,569,940 0 2,569,940

支出額合計 838,529,179 98,920,383 937,449,562

令和5年度　資金収支内訳表(令和5年4月1日～令和6年3月31日)

(単位：円)
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(2) 事業活動収支計算書は、当該会計年度の事業活動の収入及び支出内容並びに基本金組入後の均衡の状態を明らかにしたもの

です。 

『事業収支計算書』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 2022(令和4年)年度 2023(令和5年)年度 増健

学生生徒等納付金 479,968,534 464,710,510 △ 15,258,024

手数料 14,282,100 12,647,700 △ 1,634,400

寄付金 29,116,000 6,356,616 △ 22,759,384

経常費等補助金 470,440,077 475,259,572 4,819,495

付随事業収入 12,185 2,055 △ 10,130

雑収入 28,417,829 12,530,777 △ 15,887,052

教育活動収入 1,022,236,725 971,507,230 △ 50,729,495

人件費 789,618,100 617,876,813 △ 171,741,287

教育研究経費 382,230,911 368,275,697 △ 13,955,214

管理経費 47,351,856 38,349,759 △ 9,002,097

徴収不能額等 1,666,214 454,712 △ 1,211,502

教育活動支出計 1,220,867,081 1,024,956,981 △ 195,910,100

△ 198,630,356 △ 53,449,751 145,180,605

受取利息・配当金 139,702 641 △ 139,061

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 139,702 641 △ 139,061

借入金等利息 1,186,900 1,151,628 △ 35,272

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出 1,186,900 1,151,628 △ 35,272

△ 1,047,198 △ 1,150,987 △ 103,789

△ 199,677,554 △ 54,600,738 145,076,816

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 2,492,000 △ 2,492,000

特別収入計 2,492,000 0 △ 2,492,000

資産処分差額 166,450 0 △ 166,450

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 166,450 0 △ 166,450

2,325,550 0 △ 2,325,550

△ 197,352,004 △ 54,600,738 142,751,266

△ 39,648,064 △ 39,024,301 623,763

△ 237,000,068 △ 93,625,039 143,375,029

△ 1,435,870,331 △ 1,672,870,399 △ 237,000,068

0 0 0

△ 1,672,870,399 △ 1,766,495,438 △ 93,625,039

1,024,868,427 971,507,871 △ 53,360,556

1,222,220,431 1,026,108,609 △ 196,111,822

(単位：円)

翌年度繰越収支差額

(参考)

事業活動収入計

特
別
収
支

収
入
の
部

支
出
の
部

特別収支差額

[予備費]

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

支
出
の
部

教育活動外収支差額

経常収支差額

収
入
の
部

事業活動支出計

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

教
育
活
動
収
支

事業収支計算書(4月1日～3月31日)

教
育
活
動
収
支

支
出
の
部

教育活動収支差額
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『事業収支内訳表』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昇陽高等学校 昇陽中学校 総額

学生生徒等納付金 420,580,510 44,130,000 464,710,510

手数料 12,332,700 315,000 12,647,700

寄付金 5,890,896 465,720 6,356,616

経常費等補助金 439,092,836 36,166,736 475,259,572

付随事業収入 1,915 140 2,055

雑収入 12,384,307 146,470 12,530,777

教育活動収入計 890,283,164 81,224,066 971,507,230

昇陽高等学校 昇陽中学校 総額

人件費 573,467,896 44,408,917 617,876,813

教育研究経費 318,660,525 49,615,172 368,275,697

管理経費 33,455,271 4,894,488 38,349,759

徴収不能額等 454,712 0 454,712

教育活動支出計 926,038,404 98,918,577 1,024,956,981

△ 35,755,240 △ 17,694,511 △ 53,449,751

受取利息・配当金 641 0 641

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 641 0 641

借入金等利息 1,151,628 0 1,151,628

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 1,151,628 0 1,151,628

△ 1,150,987 0 △ 1,150,987

△ 36,906,227 △ 17,694,511 △ 54,600,738

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 0 0 0

特別収入計 0 0 0

資産処分差額 0 0 0

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 0 0 0

0 0 0

△ 36,906,227 △ 17,694,511 △ 54,600,738

△ 39,024,301 0 △ 39,024,301

△ 75,930,528 △ 17,694,511 △ 93,625,039

890,283,805 81,224,066 971,507,871

927,190,032 98,918,577 1,026,108,609

教育活動収支差額

支
出
の
部

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

(単位：円)

事業活動支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

教
育
活
動
外
収
支

特別収支差額

収
入
の
部

支
出
の
部

特
別
収
支

支
出
の
部

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

(差額)

事業活動収入計

事業収支内訳表　(令和5年4月1日～令和6年3月31日)

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部
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(３) 貸借対照表は、当該会計年度末における資産・負債・純資産を把握し、財政状況を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『財産目録』 

 

科目 2022年(R4年)度 2023年(令和5年)度 増減

固定資産 2,626,355,226 2,523,740,738 △ 102,614,488

有形固定資産 2,614,118,186 2,512,884,307 △ 101,233,879

特定固定資産 8,856,580 8,856,756 176

その他の固定資産 3,380,460 1,999,675 △ 1,380,785

流動資産 240,395,662 306,560,254 66,164,592

資産の部合計 2,866,750,888 2,830,300,992 △ 36,449,896

固定負債 289,566,500 244,898,250 △ 44,668,250

流動負債 184,182,467 247,001,559 62,819,092

負債の部合計 473,748,967 491,899,809 18,150,842

基本金 4,065,872,320 4,104,896,621 39,024,301

第1号基本金 3,967,015,740 4,006,039,865 39,024,125

第3号基本金 8,856,580 8,856,756 176

第4号基本金 90,000,000 90,000,000 0

繰越収支差額 △ 1,672,870,399 △ 1,766,495,438 △ 93,625,039

純資産の部の合計 2,393,001,921 2,338,401,183 △ 54,600,738

負債及び純資産の部合計 2,866,750,888 2,830,300,992 △ 36,449,896

貸借対照表(3月31日現在)　　

(単位：円)

 

【財産総額】

資産総額 2,830,300,992

財産目録
令和6年3月31日

(単位：円）
科目 金額

正味資産 2,388,121,183

　基本財産 2,514,883,982
　運用財産 315,417,010
負債総額 442,179,809

 


